
奨学金を返済できない者は防衛省で働く!?
文科省有識者会議での発言に「経済的徴兵制」との批判

ＪＲ東海労ニュース

文部科学省の有識者会議「学生への経済的支援の在り方に関する検討会」で、メン

バーである前原金一経済同友会副代表幹事・専務理事は、卒業後に就職できず奨学金

の返済に苦しむ人たちに、「防衛省でインターシップ（職業体験）をさせたらどう

か」と発言しました。この発言に、関係者などから「経済的徴兵制」というような批

判が出ていると、『東京新聞』こちら特捜部が明らかにしました。

米国においては、就職先が無く経

済的に苦しむ若者が、行きたくもな

い軍隊に入隊しています。この発言

は、まさにこれを見込んでの地なら

しではないでしょうか。

現在日本では、大学を卒業しても

なかなか就職先が見つかりません。

一方、安倍政権が進める集団的自衛

権によって、自衛隊が「日本を守

る」から「戦争に加担する」へと方

向を変えようとしています。ますま

す命の危険性が脅かされようとして

いる中で、自衛隊の入隊希望者が大

幅に減少するのは必至です。当然、

そうなれば徴兵制が考えられます。

その前に、まずは就職できず奨学金

を返済できない学生を対象にしよう

という考えなのでしょうか？

防衛省で働かせる前に、就職難や

奨学金返済の対策の方が、政府の役

目です。
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